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令和２年４月２８日 

四国電力株式会社 

２０１９年度 連結決算の概要 

１．経 営 成 績 

（１）電 力 販 売 

小売販売電力量は、契約電力の減少及び前年度の夏季が高気温であった反動減などにより、
前年度に比べ ３.９％減の ２２３億９６百万 kWhとなりました。 
また、卸販売電力量は、前年度に比べ ５９.７％増の ７４億２４百万 kWhとなりました。 
この結果、総販売電力量は、前年度に比べ ６.７％増の ２９８億２０百万 kWhとなりました。 

(単位：百万kWh、％) 

 ２０１８年度 

（Ａ） 

２０１９年度 

（Ｂ） 

比   較 

前年差（Ｂ－Ａ） 伸び率 

小
売
販
売 

電  灯 ８,５３９  ８,１６９  △  ３７０   △  ４.３  

電  力 １４,７５７  １４,２２６   △  ５３１   △  ３.６  

計 ２３,２９６  ２２,３９６   △  ９００   △  ３.９  

卸  販  売 ４,６４８   ７,４２４    ２,７７６   ５９.７  

総販売電力量 ２７,９４４   ２９,８２０   １,８７６   ６.７  

 (注) 決算日において未確定であるインバランス電力量は含めていない。 

 

（２）電 力 供 給 

原子力発電電力量は、伊方発電所３号機の稼働日数が増加したことから、前年度に比べ 
７６.５％増の ５８億９４百万 kWhとなりました。また、水力発受電電力量は、前年度に比べ 

２.７％増の ３４億８１百万 kWh となり、新エネ発受電電力量は、６.６％増の ３８億９６ 
百万 kWhとなりました。 
この結果、火力発受電電力量は、前年度に比べ ５.２％減の １９０億３１百万 kWh となり

ました。 

(単位：百万kWh、％) 

 ２０１８年度 

（Ａ） 

２０１９年度 

（Ｂ） 

比   較 

前年差（Ｂ－Ａ） 伸び率 

出 水 率  98.2%  105.1%  6.9%   

水   力 ３,３９０   ３,４８１   ９１  ２.７  

伊方3号利用率  42.8%  75.4%  32.6%   

原 子 力 ３,３３９   ５,８９４   ２,５５５  ７６.５  

新 エ ネ ３,６５４  ３,８９６  ２４２  ６.６  

火   力 ２０,０７０  １９,０３１  △１,０３９  △  ５.２  

（石   炭） （１４,７６３） （１３,６２３） （△１,１４０） （△  ７.７） 

（ガ   ス） （  ３,４５３） （  ３,８１８） （   ３６５） （  １０.６） 

（石 油 ほ か） （ １,８５３） （ １,５９０） （△  ２６３） （△ １４.２） 

   (注１) 決算日において未確定であるインバランス電力量は含めていない。 

  (注２) ガスはＬＮＧとＣＯＧの合計である。 
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（３）収   支 

売上高は、卸販売収入や再エネ交付金などが増加したものの、競争の進展や燃料費調整額の減な
どから小売販売収入が大幅に減少したため、前年度に比べ ４１億円(△0.6％)減収の ７,３３１ 

億円となりました。 
営業費用は、伊方発電所３号機の稼働増等に伴い需給関連費が減少したほか、経営全般にわたる 

費用削減に努めた結果、前年度に比べ ９７億円(△1.4％)減少の ７,０１８億円となりました。 
この結果、営業利益は、５５億円増益の ３１２億円、経常利益は、２８億円増益の ２７９億円、

また、親会社株主に帰属する当期純利益は、１１億円増益の １８０億円となりました。 
 

 (単位：億円、％) 

 ２０１８年度 
（Ａ） 

２０１９年度 
（Ｂ） 

比   較 

前年差(Ｂ－Ａ） 伸び率 

営 

業 

収 

益 

電
気
事
業 

小 売 販 売 収 入 4,756 4,470 △286 △ 6.0 

卸 販 売 収 入 488 606 118 24.2 

再エネ交付金ほか 1,150 1,237 87 7.6 

小  計 6,396 6,314 △ 82 △ 1.3 

そ の 他 事 業 976 1,017 41 4.1 

合   計 [6,540]  7,372 [6,463]  7,331 [△ 77] △ 41 [△ 1.2]△ 0.6 

営 
 

業 
 

費 
 

用 

電 

気 

事 

業 

人 件 費 519 502 △ 17 △ 3.2 

需
給
関
連
費 

燃 料 費 797 674 △123 △15.4 

購 入 電 力 料 1,989 1,985 △  4 △ 0.2 

小  計 2,787 2,660 △127 △ 4.5 

減 価 償 却 費 546 495 △ 51 △ 9.4 

修 繕 費 580 624 44 7.6 

原子力バックエンド費用 126 157 31  24.5 

そ の 他 費 用 1,676 1,672 △  4 △ 0.2 

小  計 6,236 6,113 △123 △ 2.0 

そ の 他 事 業 879 905 26 3.1 

合   計 [6,396]  7,115 [6,266]  7,018 [△130] △ 97 [△ 2.0]△ 1.4 

営 業 利 益 [  144]    257 [  197]    312 [   53]    55 [  36.8]  21.6 

 支 払 利 息 ほ か 6 33 27  455.3 

経 常 利 益 [  157]    251 [  194]    279 [  37]    28 [  23.9]  11.2 

 
特 別 損 失 ― 17 17 ― 

法 人 税 ほ か  81 80 △  1 △ 0.6 

親会社株主に帰属する当期純利益  [  114]    169 [  145]    180 [  31]   11 [  27.3]  6.5 

  (注１)連結決算の対象会社 

・連結子会社（１２社）：ＳＴＮｅｔ、ケーブルメディア四国、ケーブルテレビ徳島、四電エンジニアリング、           
四電技術コンサルタント、四電エナジーサービス、坂出ＬＮＧ、SEP International Netherlands 
B.V.、四国計測工業、四電ビジネス、四国総合研究所、四国電力送配電 

・持分法適用会社（６社）：四電工ほか５社 
 

(注２)［  ］内は、四国電力単独決算値。 
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２．利 益 配 分 

（１）基本方針 
安定的な配当の実施を株主還元の基本とし、業績水準や財務状況、中長期的な事業環境など

を総合的に勘案して判断してまいります。 
 

（２）配  当 
２０１９年度の中間配当は、１株当たり１５円としました。 
期末配当についても、１株当たり１５円を予定しています。 

 
３．次期の見通し 
（１）業   績 

伊方発電所３号機の運転再開時期を見通すことが難しいことなどから、未定としております。 
今後、業績予想が可能となった時点で、速やかにお知らせいたします。 

 

（２）配   当 

中間、期末ともに未定としております。 
今後、業績予想が可能となった時点で、速やかにお知らせいたします。 

 

以  上 


